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題
字

　宮
路
貞
孝
先
生

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
御
健
勝
に
て
お
過
ご

し
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。関

東
ふ
る
さ
と
出
水
会
も
今

回
で
32
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
も
会
員
皆
様
の
長
年
に
わ
た

る
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝

供
や
孫
に
継
承
し
た
い
鹿
児
島

県
人
と
し
て
誇
り
に
思
う
本
の

一
つ
で
す
。

私
共
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
願

い
は
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が

「
本
当
に
楽
し
か
っ
た
、
故
郷

に
帰
っ
た
み
た
い
、
次
回
も
参

加
し
よ
う
」
と
思
っ
て
頂
け
る

20
年
ほ
ど
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
翔
ぶ
が
如
く
」
が
放

送
さ
れ
、
そ
の
当
時
鹿
児
島
の

名
所
や
鹿
児
島
弁
が
全
国
に
知

れ
渡
り
注
目
さ
れ
る
一
年
間
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
多
く
の
人

材
を
輩
出
し
た
西
郷
ど
ん
の
ふ

る
さ
と
下
加
治
屋
町
一
帯
を
見

ふ
る
さ
と
出
水
に
思
い
を
馳

せ
、
い
ず
ん
弁
が
懐
か
し
く
飛

び
交
う
ふ
る
さ
と
会
は
、
多
く

の
会
員
、
役
員
、
地
元
関
係
者

の
方
々
の
ご
協
力
ご
努
力
で
こ

れ
ま
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
参

加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら

「
楽
し
か
っ
た
、
出い

ず
ん水
に
帰
っ

た
気
が
す
る
、
ま
た
来
年
も
来

る
よ
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
多
く
の
会
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

会
費
の
一
部
を
見
直
し
、
30
歳

未
満
の
若
い
方
の
参
加
費
を
３

を
戦
火
か
ら
救
っ
た
「
江
戸
城

無
血
開
城
」
の
舞
台
と
な
っ
た

会
談
地
、
現
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
付
近

の
三
菱
自
動
車
工
業
本
社
前
に

二
人
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て

お
り
最
近
で
は
海
外
か
ら
の
観

光
客
の
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

思
え
ま
す
。
特
に
西
郷
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
「
敬
天
愛
人
」
は

多
く
の
人
が
愛
し
て
や
み
ま
せ

ん
。
本
県
出
身
の
稲
盛
和
夫
氏

が
名
誉
会
長
の
京
セ
ラ
㈱
に
は

国
内
外
問
わ
ず
全
て
の
事
業
所

に
「
敬
天
愛
人
」
の
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら

千
円
に
、
ご
夫
婦
や
ご
家
族
で

一
緒
に
参
加
さ
れ
る
方
の
同
伴

割
引
を
３
千
円
に
拡
充
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
会
に
参
加
い
た

だ
い
た
方
で
今
年
還
暦
・
米
寿

の
方
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

に
記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

今
年
の
懇
親
会
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
少
な
く
し
、
新
た
に

ク
イ
ズ
大
会
で
会
員
の
皆
様
に

参
加
頂
き
、
ゆ
っ
く
り
と
飲
み

語
り
合
え
る
よ
う
な
楽
し
め
る

会
に
し
た
い
と
工
夫
を
凝
ら
し

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会

第
32
回
総
会
と
懇
親
会
を
開
催

ふ
る
さ
と
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！

10
月
28
日
㈰
／
大
手
町
・
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ

た
企
画
を
準
備
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
周
年�

麓
地
区
に
は�

�

西
郷
ど
ん
の
砂
像
も

今
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
１

５
０
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。�

幕
末
の
激
動
の
時
代
、
薩
摩
の

先
人
た
ち
は
明
治
維
新
を
成
し

遂
げ
、
明
治
政
府
樹
立
に
貢
献

し
ま
し
た
。
西
郷
隆
盛
、
大
久

保
利
通
な
ど
近
代
日
本
の
礎
を

築
い
た
偉
人
た
ち
は
郷
土
の
誇

り
で
も
あ
り
ま
す
。

出
水
の
麓
武
家
屋
敷
群
に
は
、�

昨
年
５
月
１
日
出
水
麓
歴
史
館

が
オ
ー
プ
ン
し
薩
摩
の
武
家
社

会
を
中
心
と
し
た
歴
史
資
料
の

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
合
わ
せ

て
麓
歴
史
館
や
竹
添
邸
な
ど
の

武
家
屋
敷
に
、
西
郷
隆
盛
や
大

久
保
利
通
な
ど
の
砂
の
像
が
展

示
さ
れ
、
武
家
屋
敷
公
開
と
併

せ
て
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
的
建
造
物
や
自
然
豊
か

で
人
情
味
溢
れ
る
市
民
性
な
ど

の
多
様
な
資
産
を
活
か
し
て

「
み
ん
な
で
つ
く
る
活
力
都
市　

住
み
た
い
ま
ち　

出
水
市
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

今
年
の
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
総
会
・
懇
親
会
は
、
10
月
28
日（
日
）大
手
町
・
サ
ン
ケ
イ

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
す
。

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
は
、「
関
東
地
区
在
住
の
出
水
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
」
を

構
成
員
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
想
い
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与
し
た
い
、
と
の

趣
旨
で
、
昭
和
62
年
に
設
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
楽
し
い
会
に
な
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
様
お
仲
間
を
誘
い
あ
っ
て

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�（
開
催
案
内
は
、
左
記
の
公
告
の
通
り
）

「関東ふるさと出水会」第32回総会のご案内
「関東ふるさと出水会」第32回総会・懇親会を下記のとおり開催します。

今回から会費の一部を変更。�
また、初めて参加する方、今年還暦・米寿の方には�

記念品を贈呈することとしました。
多数の皆様のご参加をお待ちしております。

記
日　時：�平成30年10月28日㈰／総会・懇親会：�正午～ 15時30分
場　所：�大手町　サンケイプラザ　４階ホール
　　　　�千代田区大手町１－７－２�

電話０３－３２７３－２２５７�
• 地下鉄「大手町駅」Ｅ１・Ａ４出口　下車１分�
• ＪＲ「東京駅」丸の内北口　下車７分

会　費：�男性　９，０００円　　女性　７，０００円�
学生　１，０００円　　30歳未満の社会人　３，０００円�
（同一世帯複数出席は２人目から各３，０００円割引）

記念品の贈呈：	①初めて参加された方　②還暦の方　③米寿の方
には、記念品を贈呈します。�
（②③は平成30年中に該当する方とします）

◎アトラクションとして「大抽選会」を開催します。豪華景品をお楽しみに！
◎出席の連絡は、同封のハガキで10月12日㈮までにお願いします。

夢
と
希
望
の
あ
る
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
住
み
や
す
い
活
気
あ

る
都
市
に
な
る
よ
う
に
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

19
年
ぶ
り
に�

「
新
市
長�

椎
木
伸
一�

氏
」�

�

が
誕
生
！　

出
水
市
で
は
こ
の
４
月
、
市

長
選
挙
が
行
わ
れ
19
年
間
続
い

た
渋
谷
俊
彦
市
長
か
ら
椎
木
伸

一
市
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ

ま
し
た
。
椎
木
市
長
は
、
出
水

市
の
副
市
長
も
経
験
さ
れ
て
お

り
、
副
市
長
時
に
は
当
会
の
総

会
・
懇
親
会
に
も
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
椎
木
市
長
は
、
鹿

児
島
県
庁
職
員
を
長
く
勤
め
ら

れ
た
行
政
経
験
豊
か
な
方
で
す
。�

ふ
る
さ
と
出
水
の
発
展
と
活
性

化
に
ご
尽
力
い
た
だ
け
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
も
総
会
の
場
で
親
し
く

意
見
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

市
長
・
議
長
ほ
か�

�

多
数
の
ご
来
賓
も

今
年
も
、
地
元
出
水
市
か
ら

椎
木
市
長
、
出
水
議
長
、
大
橋

副
市
長
、
溝
口
教
育
長
、
商
工

鹿
児
島
が
誇
る
「
西
郷
隆
盛
」

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
会
長
　
宮み

や

　
川か

わ

　
幸ゆ

き

　
男お

　

会
議
所
、
観
光
協
会
、
特
産
品

協
会
そ
し
て
市
職
員
の
皆
さ
ん

が
参
加
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。�

皆
様
と
食
事
を
共
に
し
な
が
ら

つ
け
あ
げ
や
焼
酎
を
片
手
に
ふ

る
さ
と
の
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
毎
年
好
評
を
得
て
い
る
お

茶
、
お
菓
子
、
つ
け
あ
げ
、
海

苔
、
漬
物
な
ど
懐
か
し
い
ふ
る

さ
と
の
特
産
品
を
揃
え
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
、
出
水
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
々
、
皆
様
お
友
達

を
誘
い
合
っ
て
、
総
会
・
懇
親

会
に
参
加
い
た
だ
き
旧
交
を
温

め
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
明
治
政
府
発

足
１
５
０
年
を
迎
え
県
内
で
も

多
く
の
記
念
事
業
が
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
話
題
沸
騰

の
「
西
郷
ど
ん
」
に
つ
い
て
記

し
ま
す
。

学
し
ま
し
た
。
こ
の
地
は
小
さ

な
区
域
で
あ
り
な
が
ら
西
郷
の

他
、
大
久
保
利
通
や
大
山
巌
、�

東
郷
平
八
郎
な
ど
明
治
時
代
に

活
躍
し
た
英
雄
を
多
く
世
に
送

り
出
し
た
歴
史
あ
る
地
で
す
。

西
郷
と
勝
海
舟
が
江
戸
の
町

ま
た
、
東
京
に
は
「
西
郷
公

園
」
を
は
じ
め
「
西
郷
下
」
等

ゆ
か
り
の
場
所
が
多
く
あ
り
、

西
郷
に
対
す
る
多
く
の
評
は
私

利
私
欲
を
捨
て
常
に
民
衆
に
目

を
配
る
慈
愛
の
精
神
が
そ
の
名

を
不
朽
な
も
の
と
し
て
い
る
と

れ
て
い
ま
す
。

当
会
元
会
長
の
中
村
節
氏
が

山
形
県
荘
内
南
洲
顕
彰
会
を
訪

問
し
た
際
、記
念
に
頂
い
た「
南

洲
翁
遺
訓
」
で
は
庄
内
と
鹿
児

島
と
の
と
て
も
強
い
絆
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
子

事
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
の
で

宜
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
福
ノ
江
港
出
身
）

鹿
児
島
出
水
会
の
仲
間
も
初
参
加

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

�

歌
と
踊
り
の
輪
も
！

昨
年
の
関
東
ふ
る
さ
と
出
水

会
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
会
員
・

来
賓
等
１
３
０
名
余
の
参
加
を

得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
総
会
・
懇
親
会
の
模
様

開
会
に
先
立
ち
、
こ
の
１
年

間
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
に
対

し
黙
と
う
を
奉
げ
た
の
ち
、
第

一
部
総
会
の
部
の
開
会
。
今
回

の
司
会
は
会
員
の
大
梧
美
代
子

さ
ん（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
勤
務
）で
す
。

宮
川
幸
男
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
ご
来
賓
の
渋
谷
俊
彦
出
水

市
長
及
び
田
頭
良
成
出
水
市
議

会
議
長
か
ら
ふ
る
さ
と
・
出
水

の
現
況
報
告
を
交
え
た
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
出
水
市
か
ら
は

大
橋
勇
太
副
市
長
、
宇
都
修
一

産
業
振
興
部
長
ほ
か
市
及
び
議

会
幹
部
職
員
、
出
水
商
工
会
議

所
の
佐
賀
誠
一
郎
専
務
理
事
、

出
水
市
観
光
協
会
の
田
中
秀
一

代
表
理
事
・
会
長
、
出
水
市
特

産
品
協
会
の
山
床
憲
次
会
長
、

さ
ら
に
出
水
市
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
い
る
出
水
市
ふ
る
さ
と
大
使
、�

出
水
Ｐ
Ｒ
大
使
、
出
水
観
光
大

使
の
皆
さ
ん
に
も
出
席
頂
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
鹿
児
島
県
東
京
事

務
所
、
関
東
鹿
児
島
県
人
会
連

合
会
、
関
西
出
水
会
、
東
京
高

尾
野
会
、
東
京
野
田
会
、
関
東

阿
久
根
会
、
関
東
な
が
し
ま
会
、�

東
京
紫
岳
会
、
鶴
水
会
の
各
代

表
者
や
協
賛
会
社
の
方
々
の
出

席
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
鹿
児
島

市
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
鹿

児
島
出
水
会
か
ら
平
川
等
副
会

長
を
は
じ
め
５
名
の
皆
さ
ん
が

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

昨
年
６
月
の
出
水
市
で
の
ふ
る

さ
と
交
流
会
や
ア
ユ
獲
り
朝
食

会
を
機
会
に
交
流
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

総
会
の
席
で
渋
谷
市
長
よ
り

当
会
が
出
水
市
市
庁
舎
落
成
記

念
植
樹「
市
の
木
・
イ
ヌ
マ
キ
」

を
贈
呈
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
状

を
頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
が
つ
け
あ
げ
や
お

い
し
い
食
事
を
つ
ま
み
に
焼
酎

な
ど
を
頂
き
懇
談
し
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

会
員
で
歌
手
の
前
田
瑠
美
さ
ん

と
稼
木
美
優
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ

ー
、
大
江
戸
玉
す
だ
れ
、
新
出

水
音
頭
や
お
は
ら
節
な
ど
の
踊

り
な
ど
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
も

踊
り
の
輪
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・

恒
例
の
大
抽
選
会
は
地
元
の

焼
酎
や
特
産
品
な
ど
多
数
の
景

品
が
あ
り
多
く
の
方
に
お
土
産

と
し
て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
出
水
市
か
ら
、
懇

親
会
用
に
た
く
さ
ん
の
焼
酎
を
、�

さ
ら
に
参
加
者
全
員
に
お
土
産

と
し
て
出
水
み
か
ん
と
ツ
ル
マ

チ
米
を
頂
き
ま
し
た
。

【
豪
華
景
品
の
ご
提
供
】

�

出
水
市
長
賞
、
出
水
市
議
会
議

長
賞
、
出
水
商
工
会
議
所
会
頭

賞
、
出
水
市
観
光
協
会
会
長
賞
、�

出
水
市
特
産
品
協
会
会
長
賞

そ
の
ほ
か
、
事
業
者
及
び
会

員
の
皆
様
か
ら
多
数
の
景
品
の

ご
提
供
を
頂
き
ま
し
た
（
４
面

下
段
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。ご提

供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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（
美
原
町
・
安
原
出
身
）

一
級
建
築
事
務
所

会
　
長

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
顧
問

〒
一
〇
五－

〇
〇
〇
四
　
東
京
都
港
区
新
橋
五－

七－

一
三

電
話
　
〇
三
（
三
四
三
六
）
〇
〇
五
八

お
陰
様
で
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
創
立
五
十
二
年

中
　
村
　
　
　
節

み
さ
お

㈱
ア
サ
ヒ
・
エ
ヌ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

平
　
原
　
真
　
敬

〒
一
一
三－

〇
〇
三
四

東
京
都
文
京
区
湯
島
三－

六－

一

電
話
　
〇
三
（
三
八
三
七
）
七
八
八
三

株
式
会
社
コ
ン
ゴ
ー
商
会

株式会社　パレデ糸之

代表取締役社長　花 柳 糸 之

金
　
子
　
英
　
男

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
副
会
長

　
・
　 

〇
四
五
（
七
七
五
）
二
五
六
五

〒
二
三
五－

〇
〇
三
三

横
浜
市
磯
子
区
杉
田
三－

七－

二
六－

四
一
二

（
栄
町
出
身
）
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関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
会
長

つ
る
と
歴
史
の
ま
ち 

〜
鹿
児
島
県
出
水
市
〜

出
水
市
ふ
る
さ
と
大
使

〒
二
一
三－

〇
〇
一
二

川
崎
市
高
津
区
坂
戸
三－

三－

一－

六
〇
六

　
・
　
　
〇
四
四－

八
三
三－

五
〇
七
二

携
　
帯
　
〇
九
〇－

八
八
四
九－

六
〇
九
一

E
-m
ail : kagoshim

am
iyakaw

a@
yahoo.co.jp

宮
　
川
　
幸
　
男

（
福
ノ
江
港
出
身
）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
顧
問

伊
　
藤
　
　
　
蕃し

げ
る

（
自
宅
）
川
崎
市
麻
生
区
王
禅
寺
東
二－

八－

二

携
帯
電
話
　
〇
九
〇－

四
七
三
九－

一
四
四
七

（
諏
訪
馬
場
出
身
）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
副
会
長

出
水
市
ふ
る
さ
と
大
使

読
売
新
聞
東
京
本
社
社
友

携
　
帯
　
〇
九
〇－

六
〇
〇
六－

七
八
九
九

麻 

生  

雍
一
郎

（
上
竪
馬
場
出
身
）

（
太
田
出
身
）

〒
一
〇
二－

〇
〇
七
三

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一－

一
二－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
野
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三－

三
二
二
一－

六
二
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三－

三
二
二
一－

六
二
〇
六

税
　
理
　
士

山
　
口
　
睦
　
男

山
口
税
理
士
事
務
所

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
代
表
幹
事

〒
一
〇
五－

〇
〇
〇
四

東
京
都
港
区
新
橋
三－

一－

一
〇
（
石
井
ビ
ル
）

電
　
話
　
〇
三
（
三
五
〇
二
）
二
八
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
五
〇
八
）
八
一
八
四

泉
工
業
株
式
会
社

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
副
会
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

花
　
山
　
憲
　
明

（
切
通
出
身
）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
は
じ
め
、
市
政
発
展
に
多

大
な
る
御
支
援
を
賜
り
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
の
選
挙
に
お

き
ま
し
て
市
政
運
営
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市

民
が
夢
と
希
望
を
も
ち
、
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
、

次
の
３
つ
の
安
心
を
柱
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、「
子
ど
も
の
安
心
」

で
す
。
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

た
め
の
子
育
て
支
援
や
出
水
に

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
で
返
済
が
免
除

と
な
る
鶴
の
恩
返
し
奨
学
金
の

創
設
等
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と

愛
に
満
ち
た
子
供
た
ち
を
育
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
い
の
ち
の
安
心
」
で

す
。
病
気
や
災
害
、
交
通
事
故

等
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
出

水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
存
続

さ
せ
る
と
と
も
に
、
道
路
イ
ン

フ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基

盤
整
備
に
努
め
て
、
防
災
機
能

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
御
健
勝
に
て
御
活
躍

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
、
本
年
５
月
に
合
併
後

第
７
代
議
長
と
し
て
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
米
ノ
津
の
浜
新
田

出
身
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ふるさと納税にご協力をお願いします
（出水市）

出水市では「ツルと歴史のまち応援基金」を設置し、
国のふるさと納税制度を利用した寄付金を募集してい
ます。
「ふるさと納税制度」は、都市部等の居住地に納税す
る住民税等の一部を、自分のふるさと等の地方へ寄付
をして税の軽減を受けることで、結果としてふるさと
へ納税したことになる制度です。
出水市では、寄付をいただいた方にお礼の品をお贈
りしています。出水市ツルと歴史のまち応援基金への
ご寄付をよろしくお願いいたします。
寄付のお申し込みはインターネットからもできます。
寄付の申し込みや税の控除等、制度の詳細については、
下記あてお問い合わせください。
また、企業版ふるさと納税の対象事業として国の認
定を受けた「戦争遺跡保存活用プロジェクト」に対す
る寄付も受付けております。ぜひ御検討いただければ
と思います。

出水市政策経営部企画政策課
� 電　話：０９９６－６３－４０３６
� ＦＡＸ：０９９６－６３－４０３０

今
回
の
選
挙
で
議
員
定
数
を
４

減
の
20
人
と
し
ま
し
て
、
出
水

市
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
、
新
た
な
陣
容
で
臨
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
水
市
は
、
新
し
い
本
庁
舎

で
の
業
務
も
始
ま
り
２
年
目
を

向
か
え
、
市
民
の
方
に
も
馴
染

ん
で
い
た
だ
け
て
き
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
ふ
る
さ

と
に
お
帰
り
の
際
は
、
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。今
後
は
、

平
成
32
年
度
完
成
を
目
途
に
高

尾
野
と
野
田
に
新
し
い
支
所
庁

舎
の
建
設
も
始
ま
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
皆
様
の
力
強

い
御
指
導
と
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
会
の
更
な
る
充

実
・
御
発
展
と
皆
様
の
御
健
勝

・
御
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

最
後
に
、「
く
ら
し
の
安
心
」

で
す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
、

市
民
の
生
活
基
盤
の
安
定
化
の

た
め
、
稼
げ
る
観
光
地
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

産
業
や
空
き
家
を
活
用
し
た
新

た
な
地
域
活
性
化
策
に
努
め
る

と
と
も
に
企
業
誘
致
や
地
元
企

業
の
育
成
、
子
供
た
ち
が
出
水

に
残
れ
る
よ
う
な
就
業
環
境
づ

く
り
、
さ
ら
に
は
女
性
の
働
く

場
拡
大
の
た
め
の
雇
用
創
出
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
安
心
を
柱
に
、

次
世
代
に
素
晴
ら
し
い
出
水
市

を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
精

い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ

て
、
ふ
る
さ
と
出
水
で
は
、�

昨
年
、
台
湾
南
投
県
埔
里
鎮

（
プ
ー
リ
ー
チ
ン
）
と
５
月
に

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
観
光
・
文

化
・
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
明
治
維
新
１

５
０
周
年
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
西
郷
ど
ん
」
に
よ
り
、
鹿

児
島
が
更
に
盛
り
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。
本
市
で
も
こ
の
こ
と

を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
出
水

麓
歴
史
館
を
中
心
に
、
西
郷
隆

盛
や
島
津
斉
彬
と
い
っ
た
明
治

維
新
で
活
躍
し
た
偉
人
た
ち
の

シ
ラ
ス
像
を
展
示
す
る
「
シ
ラ

ス
像
パ
ー
ク
」
事
業
を
開
催
中

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
観
光
客
の

誘
客
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
以
前
か
ら
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
に
お
き
ま
し

て
、
昨
年
11
月
に
出
水
Ｉ
Ｃ
が

供
用
開
始
さ
れ
出
水
阿
久
根
間

が
全
線
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
出
水
と
鹿
児
島
空
港
を

結
ぶ
北
薩
横
断
道
路
で
は
、
本

年
３
月
に
中
屋
敷
・
き
ら
ら
Ｉ

Ｃ
間
が
開
通
し
、
地
域
経
済
の

更
な
る
活
性
化
が
大
い
に
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
企
業
進
出
、�

地
元
企
業
の
増
設
が
相
次
ぎ
、

特
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
パ
イ
オ
ニ
ア
工

場
跡
地
は
、
80
％
ほ
ど
が
活
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
雇
用
増

進
や
経
済
発
展
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

郷
土
出
水
市
の
輝
か
し
い
未
来

の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
貴
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
員
皆

様
方
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
心

か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（
高
尾
野
町
・
木
串
自
治
会

出
身
）

ふ
る
さ
と
出
水
か
ら
の
御
挨
拶

出

水

市

長
　
　
椎し
い

　
木の
き

　
伸し
ん

　
一い
ち

　

出
水
の
出
水
で
す

出
水
市
議
会
議
長
　
　
出
　
水
　
睦
　
雄
　

ふ
る
さ
と
出
水
の
行
事

●
平
成
30
年

10
月
初
旬
～
中
旬　

ツ
ル
の
第
1

陣
渡
来
（
東
西
干
拓
地
）

10
月
８
日
予
定　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

Ｉ
Ｎ
上
場
（
上
場
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
）

10
月
中
旬　

コ
ス
モ
ス
が
見
ご
ろ

（
上
場
コ
ス
モ
ス
園
）

10
月
21
日　

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン

大
会
（
市
内
一
円
）

10
月
下
旬　

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

「
収
穫
祭
」（
み
そ
な
め
て
の
碑
公

園
）

10
月
27
日　

土
曜
祭
り
（
出
水
市

本
町
通
り
）

10
月
27
・
28
日　

野
田
地
域
文
化

祭
（
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
）

10
月
27
日
～
11
月
月
10
日　

い
ず

み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
～
竹
灯
籠
で
つ

く
る
光
の
祭
典
～
（
出
水
麓
武
家

屋
敷
群
、
出
水
本
町
・
高
尾
野
地

区
・
野
田
地
区
商
店
街
、
そ
の
他

出
水
市
内
各
所
）

11
月
１
日　

ケ
タ
打
瀬
網
漁
業
解

禁
（
八
代
海
）

11
月
３
日　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

開
所
式
（
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
）

11
月
３
日　

西
日
本
オ
ー
ル
ド
カ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
野
田
運
動

公
園
）

11
月
３
・
４
日　

出
水
地
域
文
化

祭
（
文
化
会
館
・
総
合
体
育
館
）

11
月
10
・
11
日　

高
尾
野
地
域
文

化
祭
（
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
等
）

11
月
17
・
18
日　

出
水
市
大
産
業

祭
（
陸
上
競
技
場
周
辺
）

11
月
23
日　

た
か
お
の
鶴
駅
伝
大

会
（
高
尾
野
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー

ド
）

11
月
25
日　

市
民
駅
伝
大
会
（
陸

上
競
技
場
周
辺
）

11
月
25
日　

第
13
回
着
物
で
出
水

武
家
屋
敷
を
歩
こ
う
会
（
出
水
麓

武
家
屋
敷
群
）

12
月
２
日　
「
野
田
郷
む
ら
ま
つ

り
」
野
田
産
業
祭
（
野
田
農
産
加

工
施
設
及
び
周
辺
）

12
月
16
日　

市
内
地
区
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
（
市
内
一
円
）

12
月
下
旬　

あ
っ
た
か
歳
末
特
産

品
ま
つ
り
（
高
尾
野
き
ら
め
き
ド

ー
ム
）

●
平
成
31
年

１
月
１
日　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

早
朝
開
館（
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
）

１
月
２
日　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

新
春
初
舞（
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
）

１
月
５
日　

成
人
式
（
文
化
会
館

等
）

１
月
６
日　

消
防
出
初
式
（
広
瀬

川
河
川
敷
等
）

２
月
中
旬
～
３
月
上
旬　

寒
緋
桜

を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ
（
野
田
町
上

名
（
熊
陳
馬
場
通
り
））

２
月
下
旬　

オ
ル
レ
フ
ェ
ア
（
九

州
オ
ル
レ
出
水
コ
ー
ス
）

２
月
中
旬　

ツ
ル
を
送
る
夕
べ

（
出
水
公
会
堂
）

３
月
21
・
22
日　

た
か
お
の
中
の

市
（
高
尾
野
町
市
街
地
）

３
月
下
旬　

い
ず
み
桜
ま
つ
り

（
特
攻
碑
公
園
）

４
月
上
旬　

東
光
山
夜
桜
が
見
ご

ろ
（
東
光
山
公
園
）

４
月
16
日　

出
水
特
攻
碑
慰
霊
祭

（
特
攻
碑
公
園
）

４
月
28
日　

野
間
之
関
所
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
野
間
之
関

所
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

６
月
１
日　

ア
ユ
漁
解
禁
（
高
尾

野
川
水
系
）

６
月
２
日　

ア
ユ
漁
解
禁
（
米
ノ

津
川
水
系
）

６
月
上
旬
～
下
旬　

あ
じ
さ
い
が

見
ご
ろ
（
大
川
内
東
雲
の
里
あ
じ

さ
い
峡
）

７
月
上
旬　

市
民
体
育
大
会
総
合

開
会
式
（
文
化
会
館
）

７
月
下
旬　

海
洋
公
園
プ
ー
ル
開

所
式
（
海
洋
公
園
プ
ー
ル
）

７
月
下
旬　

夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔

祭（
本
町
商
店
街
・
総
合
運
動
公
園
）

８
月
上
旬
～
中
旬　

高
尾
野
夏
祭

り
・
野
田
郷
夏
祭
り
（
高
尾
野
駅

周
辺
・
野
田
運
動
場
）

８
月
下
旬　

第
４
回
出
水
い
か
だ

レ
ー
ス
大
会
（
米
ノ
津
川
（
上
知

識
橋
周
辺
））

９
月
～
10
月　

地
区
別
市
民
体
育

大
会
（
各
地
区
運
動
公
園
）

10
月
～
５
月　

出
水
地
区
植
木
市

・
高
尾
野
地
区
植
木
市
（
2
の
つ

く
日
（
平
和
町
）、
7
の
つ
く
日

（
高
尾
野
町
下
水
流
）

【
経
歴
】

◦�

昭
和
53
年
４
月　

鹿
児
島
県
庁
入
庁

◦�

平
成
22
年
７
月　

出
水
市
副
市
長

◦�

平
成
26
年
４
月　

県��

出
納
局
管
財
課
長

◦�

平
成
27
年
４
月　

県��

知
事
公
室
秘
書
課
長

◦��

平
成
28
年
７
月　

県��

総
務
部
参
事

◦
平
成
29
年
４
月　

県��

国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
局
次
長

◦�

平
成
29
年
８
月　

鹿
児
島
県
庁
退
職

◦�

平
成
30
年
４
月　

出
水
市
長



（3）	 関東ふるさと出
い		ず		み
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・
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
副
会

長
、
㈱
コ
ン
ゴ
ー
商
会
会
長

・
平
成
30
年
２
月
12
日
逝
去　

（
85
歳
）

�

平
原�

定
敬�

氏

第22回渋谷おはら祭　平成31年5月19日㈰開催

出水望郷の会
会　長　宮川幸男（関東ふるさと出水会　会長）
副会長　唐崎富夫（東京高尾野会　会長）
副会長　東園盛男（東京野田会　会長）

１万羽を超える鶴が毎年、
出水平野に飛来・乱舞！
出水はよかとこですよ。
皆で出水をPRしましょう。

皆さんの参加を
お待ちしています。 ま

さ

の
り

（
荘
下
出
身
）

〒
一
九
八－

〇
〇
五
一

東
京
都
青
梅
市
友
田
町
五－

四
二
二－

四

電
話
　
〇
四
二
八－

二
四－

三
一
九
七

松
ヶ
野
　
全
　
律

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
幹
事

（
上
竪
馬
場
出
身
）

〒
二
一
六－

〇
〇
〇
三

川
崎
市
宮
前
区
有
馬
一－

一
三－

一－

四
一
一

松
　
永
　
幸
　
一

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
幹
事

（
諏
訪
馬
場
出
身
）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
会
計
監
事

〒
二
六
二－

〇
〇
四
八

千
葉
市
花
見
川
区
柏
井
一－

九－

一
一

　
・
　
　
〇
四
三－

二
五
七－

一
五
九
八

鴫
　
原
　
晶
　
子

し
ぎ

は
ら

出水酒造株式会社
代表取締役

（福岡・出水交流会　副会長）

鹿児島県出水市文化町358番地

TEL 0996-79-3671 FAX 0996-62-4700

http://www.izumi-syuzou.co.jp/

東　孝昭

（
前
田
出
身
）

〒
一
〇
三－

〇
〇
〇
一

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
一
九－

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
ビ
ル
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三－

五
六
四
二－

一
六
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三－

五
六
四
二－

一
六
三
二

税
　
理
　
士

花
　
山
　
三
　
郎

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
　
幹
事

事
務
所

代表取締役 吉留　たかし

≪薩摩なた豆本舗≫

ヨシトメ産業株式会社

地
方
発
送
承
り
ま
す

鹿
児
島
県
出
水
市
本
町
12-

37

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ヨ   

イ 

サ
ケ  

オ  

ハ
コ 

ブ

金

　子

　酒

　店

シ
グ
マ
国
際
特
許
事
務
所   

横
浜
オ
フ
ィ
ス

（
上
屋
出
身
）

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二－

五－

一
九

電
話
　
〇
四
五－

四
七
八－

四
七
二
七

○
特
許
出
願
・
商
標
出
願
・
特
許
侵
害
訴
訟

○
発
明
相
談

　相
談
無
料

　お
気
軽
に
ど
う
ぞ

弁
理
士

松
　
下
　
　
　
亮

H
om
e-P
age : http://w

w
w
.sigm

a-yokoham
a.com

<事業本部>
〒260-0032　千葉県千葉市中央区登戸１－９－１

<本　社>
〒891-1301　鹿児島県鹿児島市西佐多町４４２６－１

ＴＥＬ　０１２０－８３８－０７０　　ＦＡＸ　０１２０－８３８－７７９
Ｅ－ｍａｉｌ   ｓｈｏｐ＠ｙｏｓｈｉｔｏｍｅ.ｃｏ.ｊｐ
ＵＲＬ      http://www.yoshitome.co.jp/

寄

付
　
平
成
二
十
九
年
度

安
藤
省
三
、宮
川
幸
男
、金
子
英
男

松
永
幸
一
、松
園
文
江
、茂
原
由
美

山
坂
法
道
、御
所
園
治
男
、清
水
忠

片
山
茂
美
、小
出
敏
郎
、近
藤
孝
志

神
田
栄
一
、堂
脇
志
農
夫
、中
村
節

徳
留
道
信
、山
口
睦
男
、小
原
俊
治

花
山
三
郎
、筑
紫
み
ず
え
、東
明
義

河
野
正
三
、磯
千
佳
代
、宮
路
京
子

鶴
薗
和
代
、倉
内
き
よ
子
、渡
信
子

井
上
洋
子
、大
谷
た
か
子
、森
茂
人

下
田
薩
男
、佐
舗
せ
い
子
、境
田
勝

坂
上
寿
子
、浦
辺
美
代
子
、井
尻
隆

鴫
原
晶
子
、斉
藤
恵
美
子
、伊
藤
蕃

花
柳
糸
之
、斉
藤
マ
サ
ノ
、伊
倉
博

原
野
朝
子
、山
中
久
佐
子
、川
口
保

松
﨑
一
正
、島
田
い
つ
子
、高
松
進

向
井
逸
子
、宮
川
貞
幸
、窪
田
安
弘

川
瀬
洋
子
、若
松
江
美
子
、田
代
進

小
島
良
子
、野
間
口
至
、瀬
崎
イ
ネ

麻
生
雍
一
郎
、前
原
勝
視
、阿
部
米

子運
営
費
　
平
成
二
十
九
年
度

池
田
尚
弘
、川
路
義
文
、片
桐
恭
子

山
口
睦
男
、松
山
泰
子
、山
坂
法
道

鴫
原
晶
子
、松
﨑
一
正
、浜
畑
武
光

紫
尾
一
秀
、岩
﨑
典
子
、阿
部
米
子

斉
藤
逸
子
、木
下
美
里
、田
中
勝
之

池
田
保
雄
、大
平
悦
子
、川
瀬
洋
子

吉
田
マ
キ
エ
、大
洞
豊
、椛
山
卓
郎

本
田
泰
輔
、本
田
和
子
、峰
岡
睦
久

斉
藤
恵
美
子
、中
村
勲
、田
中
湖
子

筑
紫
み
ず
え
、水
口
浩
、花
柳
糸
之

宮
下
瑞
弘
、井
上
洋
子
、坂
上
寿
子

鹿
子
木
幸
一
、中
村
節
、渡
辺
悦
子

松
ケ
野
全
律
、森
茂
人
、尾
上
豊
喜

奈
良
栄
二
、上
原
末
広
、青
柳
律
子

福
本
正
子
、加
納
国
弘
、井
原
秀
憲

松
元
千
恵
子
、栗
木
安
、松
元
忠
行

駄
竹
清
志
、竪
野
三
秋
、佐
藤
京
子

野
間
口
至
、紙
屋
正
弘
、前
田
政
光

新
村
公
恵
、前
田
清
澄
、前
田
悦
子

尾
上
和
博
、亀
川
幸
市
、小
川
洋
子

福
島
安
巳
、福
島
幾
子
、山
下
勝
也

井
上
通
行
、大
脇
剛
子
、栁
井
文
子

伊
藤
蕃
、宮
川
由
紀
子
、宮
川
幸
男

小
出
敏
郎
、伊
福
正
明
、大
田
幸
子

松
下
亮
、有
村
由
紀
子
、有
村
角
孝

高
畠
佑
子
、片
山
茂
美
、小
町
貞
女

新
富
友
枝
、八
嶋
亮
子
、榊
原
郁
美

麻
生
雍
一
郎
、河
上
勇
、野
間
口
有

河
野
昭
夫
、武
本
節
子
、武
本
良
孝

竹
添
祥
一
郎
、東
眞
人
、伊
臣
久
子

鈴
木
万
里
子
、大
石
壽
、肥
本
英
輔

堂
脇
志
農
夫
、東
明
義
、星
野
恵
子

吉
田
尚
武
、小
島
良
子
、小
原
俊
治

亀
川
輝
夫
、松
原
勝
義
、松
原
律
子

迫
田
美
也
子
、郡
山
勲
、向
井
逸
子

石
黒
敏
子
、橋
本
俊
彦
、河
野
正
三

伊
地
知
啓
吾
、川
口
保
、佐
藤
弘
輝

吽
野
律
子
、二
宮
力
雄
、近
藤
孝
志

山
下
百
合
子
、内
野
久
、宮
川
貞
幸

野
口
ヒ
デ
子
、清
水
忠
、石
井
久
子

花
山
三
郎
、平
原
定
敬
、溝
上
春
夫

磯
千
佳
代
、奈
良
常
明
、徳
留
英
男

小
松
原
亜
希
、宮
本
彰
、金
子
英
男

岡
田
健
三
、中
村
早
敏
、新
富
昭
則

宮
路
京
子
、宮
路
研
一
、宮
路
芳
子

楢
木
志
農
夫
、井
尻
隆
、茶
縁
敏
一

浦
辺
美
代
子
、伊
藤
亨
、松
永
幸
一

若
松
江
美
子
、浜
﨑
徹
、川
邉
京
子

白
坂
義
弘
、川
口
文
二
、遠
竹
純
義

斉
藤
マ
サ
ノ
、牧
哲
生
、畑
中
恒
秋

平
原
貴
美
子
、渡
信
子
、前
田
昭
和

横
内
喜
久
夫
、前
畑
高
、神
田
榮
一

山
本
千
代
美
、山
本
惇
、石
澤
誠
子

鶴
薗
和
代
、安
藤
省
三
、瀬
崎
イ
ネ

松
田
秀
子
、野
島
晋
一
、折
田
昭
洋

川
内
輝
夫
、新
野
裕
子
、溝
川
徳
二

堀
内
き
み
子
、江
田
治
、原
口
良
則

島
田
い
つ
子
、高
松
進
、霜
田
慶
子

井
手
口
昭
子
、東
道
男
、油
木
栄
徳

御
所
園
治
男
、池
上
司
、竹
下
安
弘

窪
田
安
弘
、下
田
薩
男
、土
屋
孝
久

徳
留
道
信
、松
元
一
恵
、才
田
末
男

宮
田
純
孝
、荒
口
良
子
、中
村
仁
一

大
野
重
保
、原
野
朝
子
、池
田
和
司

上
原
勝
彦
、軸
薗
民
子
、松
坂
喜
成

岩
川
孝
子
、渡
辺
公
子
、白
瀬
國
雄

川
原
政
光
、手
塚
和
子
、松
木
幹
典

橋
口
徳
親
、田
淵
慶
子
、古
賀
幸
洋

松
園
文
江
、雨
宮
容
子
、道
添
政
男

荒
井
惇
子
、前
原
勝
視
、堤
田
昭
男

高
久
昌
子
、木
村
昌
子
、和
泉
広
子

堂
前
真
澄
、塩
山
国
博
、杉
山
重
徳

鈴
木
洋
子
、出
口
勝
志
、深
谷
藤
夫

江
川
野
和
義
、宮
内
佳
、丸
岡
信
子

宇
都
ま
り
な
、遠
矢
彬
、松
岡
良
孝

松
岡
真
知
子
、溝
上
繁
、溝
上
京
子

井
上
喬
史
、中
込
鈴
子
、茂
原
由
美

塩
山
秀
壽
、外
園
善
昭
、立
山
芳
郎

瀬
下
枝
美
子
、奈
良
豊
、市
川
洋
一

竜
沢
ス
マ
子
、田
代
進
、鶴
山
文
昭

久
保
益
男
、柴
田
温
子
、原
田
春
子

久
米
迪
子
、久
米
隼
雄
、津
田
雅
子

遠
矢
久
子
、小
濱
三
成
、福
田
明
子

長
谷
部
惇
子
、境
田
勝
、花
山
憲
明

今
野
ケ
イ
子
、大
石
悟
、遠
竹
郁
夫

額
田
登
美
子
、武
下
認
、武
下
恵
子

佐
舗
せ
い
子
、前
畑
勲
、前
畑
典
子

山
中
久
佐
子
、釜
涼
子
、宮
路
貞
憲

牧
之
瀬
美
知
子
、外
山
貴
資
、久
松

石
井
廣
一
郎
、枝
元
ミ
エ
子
、大
谷

た
か
子
、宇
治
野
智
子
、内
之
浦
勉

守
屋
美
佐
江
、上
條
緋
呂
子
、力
久

千
世
子
、小
泉
富
貴
子
、石
田
ヨ
シ

子
、倉
内
き
よ
子
、瀬
戸
口
壽
一

ご
寄
付
・
運
営
費
を�

い
た
だ
い
た
方
々�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
平
成
30
年
７
月
末
日
受
領
分
ま
で
）

小
原
俊
治（
大
川
内
出
身
）

私
は
戦
前

12
年
間
、
戦

後
７
年
間
、

出
水
の
地
で

育
ち
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
校
の
間
、
恩
師

を
は
じ
め
先
輩
、
親
友
、
両
親

等
、
多
く
の
方
か
ら
の
恩
恵
に

よ
り
「
智
」
を
賜
り
、
山
河
の

恵
み
に
よ
り
健
康
な
肉
体
を
形

成
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

目
を
閉
じ
て
ふ
る
さ
と
を
想

い
浮
か
べ
れ
ば
高
校
に
通
っ
た

３
年
間
、
県
道
と
広
瀬
川
は
並

行
し
て
流
れ
て
お
り
自
転
車
か

ら
眺
め
る
川
面
は
穏
や
か
な
も

の
で
し
た
が
、
大
雨
と
な
れ
ば

狭
い
川
幅
は
い
っ
ぱ
い
と
な
り

自
転
車
の
車
輪
に
襲
い
掛
か
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

晴
れ
た
日
は
多
く
の
人
が
鮎

の
友
釣
り
を
楽
し
み
、
鰻
、
ま

た
ろ
ガ
ネ
、
手
長
エ
ビ
な
ど
豊

富
な
川
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

現
在
も
健
康
で
過
ご
す
こ
と

が
出
来
る
の
は
ふ
る
さ
と
出
水

の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

矢
筈
野
武
久（
薩
摩
川
内
市
出
身
）

私
は
昭
和

18
年
度
か
ら

21
年
度
ま
で

の
４
年
間
、

米
ノ
津
で

過
ご
し
ま
し
た
。
父
が
「
米
ノ

津
国
民
学
校
」
の
校
長
で
し
た

の
で
、
戦
後
２
年
「
尋
常
科
１

・
２
年
生
」
で
し
た
。
５
歳
か

ら
８
歳
の
物
心
が
付
き
始
め
の

頃
で
し
た
の
で
大
変
懐
か
し
く

て
、
今
で
も
「
第
二
の
故
郷
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
矢
筈
岳
」

は
我
が
家
の
山
と
思
い
、
誇
り

に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
22
年
の
学
校
制
度
改
革

を
機
に
、
父
が
郷
里
の
薩
摩
郡

樋
脇
町
立
「
市
比
野
中
学
校
」

校
長
で
郷
里
（
矢
筈
野
姓
発
祥

の
地
）
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
。

今
年
の
３
月
の
三
州
倶
楽
部

の
記
念
行
事
で
帰
省
し
た
折
に
、�

70
余
年
ぶ
り
に
米
ノ
津
を
訪
ね

て
「
矢
筈
岳
」
を
眺
め
、
旧
「
米

  ふるさと  
出水の
想い出

ノ
津
国
民
学
校
」（
現「
米
ノ
津

東
小
学
校
」）の
石
段
の
校
門
を

懐
か
し
く
確
認
し
て
来
ま
し
た
。�

満
80
歳
、
懐
か
し
い
限
り
で
す
。

小
島
良
子（
福
ノ
江
港
出
身
）

高
校
卒
業

し
て
東
京
へ

就
職
。
家
庭

を
持
ち
子
供

達
が
小
学
生

の
頃
は
、
毎
年
夏
休
み
に
実
家

が
あ
る
福
ノ
江
港
に
帰
省
し
、

海
水
浴
や
貝
取
等
楽
し
い
思
い

出
を
家
族
で
共
有
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
当

時
の
事
が
時
々
話
題
に
上
り
ま

す
。
今
で
は
冠
婚
葬
祭
の
み
で

の
帰
省
で
す
が
、
亡
き
両
親
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
出
席
し
て
い
る
総
会
で

偶
然
宮
川
幸
男
君
に
出
会
い
驚

き
と
懐
か
し
さ
で
胸
が
一
杯
に

な
り
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の

も
当
時
近
所
の
友
達
等
と
缶
蹴

で
遊
ん
で
い
た
頃
、
5
・
６
歳

位
の
ヤ
ン
チ
ャ
坊
主
幸
男
君
は
、�

缶
を
蹴
り
逃
げ
回
り
何
時
も
邪

魔
を
す
る
キ
カ
ン
坊
で
し
た
。

今
私
の
脳
裏
に
は
当
時
の
事
が

走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
そ
の
幸
男
君
が
出
水
会

の
会
長
に
な
り
同
じ
港
の
出
身

と
し
て
、
と
て
も
嬉
し
く
誇
り

に
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
出

水
は
か
け
が
え
の
な
い
故
郷
で

す
。

�

手
塚
和
子（
諏
訪
馬
場
出
身
）

『
た
ま
に

は
出
水
会
に

出
た
ら
』
姉

の
誘
い
で
昨

年
初
め
て
出

席
し
た
。幼
馴
染
、
遠
い
親
戚
、

近
い
親
戚
の
方
々
と
話
が
弾
み
、�

か
る
か
ん
も
買
い
や
が
て
お
楽

し
み
抽
選
が
始
ま
っ
た
。
な
ん

と
私
『
キ
ン
グ
ペ
ア
宿
泊
券
』

が
当
た
っ
た
の
で
す
。４
月
末
、

夫
と
共
に
出
水
へ
。
宿
泊
は
勿

論
Ｈ
キ
ン
グ
、
車
を
借
り
、
友

人
と
長
島
で
新
鮮
な
お
魚
を
食

べ
、
行
人
岳
で
天
草
雲
仙
を
一

望
し
、
だ
ん
だ
ん
市
場
で
買
物
。�

翌
日
は
通
っ
た
小
学
校
の
古
い

武
家
門
、
新
し
い
出
水
麓
歴
史

館
、
18
歳
迄
育
っ
た
武
家
屋
敷

群
を
散
策
し
な
が
ら
無
人
の
実

家
に
寄
り
新
緑
の
庭
を
眺
め
、�

お
墓
参
り
も
出
来
た
。
キ
ン
グ

の
方
々
に
お
礼
を
言
っ
て
出
水

を
後
に
し
た
。
姉
に
「
私
は
こ

ん
な
良
い
の
は
当
た
っ
た
事
が

無
い
の
に
」
と
。
感
謝
、
感
謝

で
す
。

宮
路
貞
憲（
諏
訪
馬
場
出
身
）

進
学
に
よ

り
実
家
を
出

て
か
ら
、
は

や
30
数
年
の

歳
月
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
幾
ら
交
通

の
便
が
良
く
な
っ
た
と
い
え
、

簡
単
に
帰
省
出
来
ま
せ
ん
。

子
供
の
頃
、
夏
は
山
に
ク
ワ

ガ
タ
や
甲
虫
を
捕
ま
え
に
、
川

に
泳
ぎ
に
行
き
、
出
水
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
や
が

予　告

おじゃったもんせ！
「鮎とい朝食会」

来年６月開催予定
米ノ津川の鮎解禁日に併せ、隔年ごとに実施しているふるさと交流会�

『鮎とい朝食会』を、来年６月、下記要領にて開催致します。
米ノ津川のせせらぎと獲れたての鮎を肴に地元の焼酎で一杯、いかがで
すか！！
尚、前日夜には、地元関係者との情報交換交流会も予定されています。

　　　日　時　　2019年６月２日（日）　早朝７時頃～ 10時頃
　　　場　所　　米ノ津川、広瀬橋上流河川敷
　　　要　領　　現地集合・現地解散

詳細は来年２月頃、運営費を納入頂いた皆様にご案内致します。（関東
ふるさと出水会のホームページ、ブログでもご案内）。現地集合型の催し
ですので、この機会に帰郷を兼ねて、ふるさと交流会に奮ってご参加下さ
い。ご家族での参加も大歓迎！！

問合せ先：�関東ふるさと出水会〔ふるさと交流会〕
〒102-0073　東京都千代田区九段北１-12-１　海野ビル６F　山口事務所内
　　　　　　�TEL：０３-３２２１-６２０５　　FAX：０３-３２２１-６２０６
ホームページ　関東ふるさと出水会
ブログ　　　　関東出水会ブログyahoo

・
平
原
定
敬
氏
は
、
当
会
設
立

当
初
よ
り
役
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
ま
た
、
㈱
コ
ン
ゴ
ー

商
会
の
社
長
、
会
長
と
し
て
、�

当
会
の
会
報
「
い
ず
ん
」
の

編
集
発
行
に
多
大
な
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　�

訃�

報��

て
中
高
と
勉
強
に
追
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
将
来
の
事
を
考
え

る
よ
う
に
な
る
と
子
供
の
頃
の

遊
び
も
す
っ
か
り
忘
却
し
て
し

ま
い
、
テ
レ
ビ
の
世
界
だ
け
が

友
達
に
な
り
、
こ
の
町
に
は
何

も
と
き
め
く
楽
し
い
事
も
無
く
、�

就
職
は
都
会
に
し
よ
う
と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
関
東
で
生
活
し
て
い
る

と
、
い
ず
ん
弁
は
使
え
ず
、
周

囲
に
旧
知
の
知
り
合
い
も
無
く

な
ん
と
も
味
気
な
い
毎
日
か
も
。�

身
勝
手
な
も
の
で
、
夏
が
来
る

と
出
水
の
山
河
が
恋
し
く
な
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

大
梧
美
代
子（
高
尾
野
出
身
）

親
が
転
勤

族
だ
っ
た
私

に
と
っ
て
、

出
水
の
祖
父

母
宅
は
夏
休

み
を
過
ご
す
町
だ
っ
た
。
幼
い

私
は
い
つ
も
祖
父
母
の
家
に
着

く
な
り
台
所
に
直
行
、
コ
ッ
プ

の
水
を
一
気
に
飲
ん
で
、「
や

っ
ぱ
り
出
水
の
水
は
美
味
し
い

ね
！
」
と
声
を
上
げ
た
。
家
の

敷
地
の
井
戸
の
傍
ら
か
ら
、
時

々
湧
き
水
が
出
て
い
た
が
、
き

ら
き
ら
光
り
地
上
に
現
れ
る
水

の
生
命
体
に
心
打
た
れ
た
も
の

だ
。
家
で
美
味
し
く
茶
を
戴
く

時
は
井
戸
水
を
使
い
、
ま
た
特

別
の
茶
会
の
日
は
、
朝
の
５
時

に
川
の
源
流
で
水
を
汲
ん
で
く

る
…
。
水
と
共
に
あ
る
、
出
水

の
静
か
で
幸
福
な
生
活
。

と
こ
ろ
で
今
、
私
は
東
京
で

暮
ら
し
て
20
年
に
な
る
。
本
業

の
傍
ら
エ
ッ
セ
イ
を
執
筆
し
て

い
る
が
、
私
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
、�

「
満
永
い
ず
み
」。「
出
水
の
水
が

永
遠
に
満
ち
ま
す
よ
う
に
…
」、

い
つ
も
胸
に
あ
る
思
い
だ
。
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Photo NEWS

フォトニュース
4月28日　肥薩交流一輪車大会

4月16日　特攻碑慰霊祭

7月30日　アユの建網漁体験（広瀬川）

12月27日　シラス像パークオープン

2月2日　海苔すき体験 11月5日　つる・ド・イズミ

12月1日　ツルの恩返し便出発式

8月5日　出水地区ちびっこ相撲大会

1月19日～ 24日　韓国少年サッカーチーム来市

3月25日　北薩横断道路開通式

8月24日　山田昌巌翁供養祭

2月3日　節分イベント
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敬
称
略
）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
役
員
一
覧（

平
成
30
年
９
月
現
在
）

　　　　　　　　　　　　　事業者・会員の皆様の景品ご提供一覧表� （順不同、敬称略）
会社名またはお名前 郵便番号・住所 電話 /ＦＡＸ ご提供景品

出水酒造（株） 〒899-0208　�鹿児島県出水市文化町358番地 0120-269-213/�
0120-675-213 出水に舞姫（900㎖×12）

雲海酒造（株）�
東京支店

〒103-0027　�東京都中央区日本橋2-15-3�
ヒューリック江戸橋ビル2階

03-3510-1461/�
03-3240-5726 さつま木挽（900㎖×６）

神酒造株式会社 〒899-0401　�鹿児島県出水市高尾野町大久保239
番地

0996-82-0001/�
0996-82-0002

薩摩利休酒�
（ぼんたん、みかん、各６本）

長島研醸（有） 〒899-1302　�鹿児島県出水郡長島町平尾387番地 0996-88-2015/�
0996-88-2677

さつま島美人、�
黒島美人（900㎖×各６）

ホテルキング 〒899-0206　�鹿児島県出水市向江町5-18 0996-62-1511 ペア宿泊券　１本
出水・天然温泉�
ぬくもりの湯 〒899-0131　�鹿児島県出水市明神町1744-1 0996-79-3726/�

0996-79-3688 温泉宿泊ペア利用券　４本

マルイ食品（株） 〒101-0045　�東京都千代田区神田鍛冶町3-8-2�
KIBビル３階

03-3526-4771/�
03-3526-4881 たまごスープ30食×５セット

（株）パレデ糸之��
花柳糸之

〒107-0062　�東京都港区南青山4-9-22��
アウラビル3FB 03-3401-3121 クオカード（20,000円）

原口工業（株）�原口良則 〒175-0082　�東京都板橋区高島平9-8-2 03-3936-2121 ビール券（40,000円）

水溜食品（株） 〒891-3511　�鹿児島県南さつま市金峰町宮崎
2940

0993-77-0108/�
0993-77-1423 漬物セット　180個

薩摩なた豆本舗 〒260-0032　�千葉県千葉市中央区登戸1-9-1 0120-838-070/�
0120-838-779 なた豆茶　10個

八起屋 〒899-0121　�鹿児島県出水市米ノ津町12番41号 0996-67-1035 さつま揚げセット　20個
肥薩おれんじ鉄道（株） キーホルダー、クリアファイル
十二（株） 溶岩焙煎「旅香おる珈琲」20個
山中久佐子 洋服布地　15枚

●�

編�

集�

後�

記��

今
年
は
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
ね
～
。
私
は
青
梅
在
住
で
す
が
、
７

月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
版
ニ
ュ
ー
ス
で
、
青
梅
市
の
最
高
気
温
が
連
日
流
さ

れ
都
内
最
高
40
・
８
度
を
記
録
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
に
併
せ

て
か
、
今
年
の
編
集
会
議
も
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
会

員
の
皆
様
の
参
加
に
よ
る
『
身
近
な
会
報
』（
副
題
・
私
の
記
念
誌
（

⇐

注
．
編
集
長
の
勝
手
な
独
り
言
。））
を
掲
げ
、
写
真
、
会
員
紙
面
枠
拡

大
の
熱
意
の
現
れ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
寄
稿
依
頼
に
是
非
ご
協
力

頂
き
『
私
の
記
念
誌
』
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
写
真
が
小
さ
く
白
黒
で
見
辛
い
と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
。
視

認
性
の
向
上
の
た
め
紙
面
増
、
カ
ラ
ー
化
等
、
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
先

立
つ
も
の
、（
今
は
や
り
の
）
費
用
対
効
果
…
収
入
が
増
え
れ
ば
？　

広
報
紙
の
継
続
的
な
存
続
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
き
ま
す
様
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
松
ヶ
野
）

関東ふるさと出水会の
ホームページ
Yahooブログ

検索関東ふるさと出水会

あ
な
た
の
卒
業
し
た�

�

学
校
は
？

ふ
る
さ
と
出
水
を
離
れ
て
幾
星
霜
。
皆
さ
ん
が
卒
業
し

た
小
学
校
、
中
学
校
の
現
在
の
姿
を
写
真
を
通
し
て
紹
介

し
ま
す
。
今
回
は
、
切
通
、
米
ノ
津
地
区
で
す
。

�

（
参
考
文
献
「
出
水
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学
校
紹
介
」）

� 【切通小学校】
◦明治９年校舎建立後、下鯖淵小
学校切通分校ほかと変遷し、昭和
22年切通小学校に改称。現在児童
数は31名。出水市の北端に位置し
不知火海に面し、東には矢筈岳を
望み風光明媚、自然環境に恵まれ
た創立142年の学校です。籾選び
の塩水選から苗植え、田起こし、
田植え、八反押し、稲刈り、脱穀
と一連の稲作体験学習など特色あ
る教育に取り組んでいます。

【米ノ津東小学校】
◦明治７年揆奮館第１・２分校とし
て設立、明治～大正期を経て昭和22
年米ノ津小学校と改称（ここまでは
米ノ津小と同じ）。昭和29年出水市
制実施とともに東西に二分し、米
ノ津東小学校と称す。現在児童数は
336名。出水平野の米ノ津川と矢筈
岳の間にあり、学校からは不知火海
に浮かぶ島々を一望できる景勝地に
あります。教育に対する関心も高く、
PTA活動、スポーツ少年団、地域ぐ
るみの社会体育、自治会活動、子供
会活動も盛んです。

【米ノ津中学校】
◦昭和22年創立。切通・荘・蕨島
・桂島に分校を設置。切通、米ノ
津地区を通学区域とし、現在生徒
数は360名余。北には矢筈岳、近
くには八代海に注ぐ米ノ津川が流
れる自然豊かな地域にあります。
校訓は、自主・向学・友愛・健康。
生徒は部活動と学習に力を入れて
おり、県下の各種の大会スポーツ
競技大会で活躍するなど文武両道
の学校生活を送っています。

� 【米ノ津小学校】
◦明治７年揆奮館第１・２分校と
して設立、明治～大正期を経て昭
和22年米ノ津小学校と改称（ここ
までは米ノ津東小と同じ）。昭和
29年出水市制実施とともに東西に
二分し、米ノ津小学校と称す。現
在児童数は277名。命を大切にす
る教育、保幼小交流や出水商業出
前授業、一校一ふるさと教育など
の特色ある教育活動に取り組んで
います。

@ Izumi

第２回

@ 第31回 
総会・懇親会

贈
抽
選
会

当
た
っ
た
よ
！２


